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令和４年４月 加茂市長定例記者会見 

Ｒ４．４．６（水） １０：００ 

 

 

１ 第 56 回雪椿まつりについて 

 

昨年と同様にコロナ禍でも皆さまから安心してお楽しみいただけるイベン

トを企画しました。開催するイベントについては、チラシを配布いたしまし

たのでそちらをご覧ください。 

まず、「スマホで GOGO!スタンプラリー」についてです。 

これは、スマートフォンと専用のアプリを使用した非接触型のデジタルス

タンプラリーです。対象スポットに設置した二次元コードをスマートフォン

で読み取ることでスタンプを集め、スタンプの数に応じて加茂市の特産品等

が抽選で当たるプレゼントに応募できるというものです。開催期間は 4 月 9

日から 5 月 8 日までで、抽選申込みは 5 月 15 日までとなっています。対象

スポットは全部で 20 箇所です。詳しくはチラシの地図をご覧ください。 

このスタンプラリーには、加茂の情報発信アプリ「ARuKAMO（アルカモ）」

を使用します。スタンプラリーに加え、歩数管理、マップ機能、市内の店舗

情報表示などの機能を併せ持ったアプリです。このアプリを使い加茂のまち

なかを歩くことで地域の魅力を知っていただくことにも繋がります。 

また、4月 1日に、地域おこし協力隊の松本悠雅さんから、第 56 回雪椿ま

つりアンバサダーに就任いただきました。松本さんには、主に SNS を通じて

スタンプラリーの PR や加茂の観光情報などを発信していただきます。 

次に、「雪椿まつり Web フォトコンテスト」についてです。 

これは、新町雁木通り商店街部門、加茂川鯉のぼり部門、加茂山部門とし

て Web フォトコンテストを行うものです。応募期間は 4月 9日から 5月 15 日

までですが、写真の撮影時期は問いません。部門ごとに賞品を用意してあり、
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特に新町雁木通り商店街部門は、商店街大通り交互通行化を記念して特別に

豪華な賞品が用意される予定です。 

このほか、商店街の飲食店等が連携し、雪椿や鯉のぼりをモチーフにした

メニューや商品を提供することで、スタンプラリーやまち歩きをより楽しく

する「雪椿ばかうんめぇフェア」も 4月 9 日から 5月 8日まで開催されます。 

また、加茂青年会議所においても、加茂山を舞台に子どもたちがクイズに

挑戦していく「トレジャーハンティング カモレンジャーと大海賊の秘宝」を

4月 17 日から 5月 8 日まで開催する予定です。詳細はホームページや今後制

作するパンフレット等でお知らせしていきます。 

次に、加茂川を泳ぐ鯉のぼりについてです。 

まさしく本日、加茂川において鯉のぼりの飾り付けが行われています。飾

り付けの期間は 5月 9日までの予定です。多くの皆さまにご覧いただきたい

と思いますが、基本的な感染対策に加え、鯉のぼりの下での飲食等はお控え

いただくようお願いいたします。 

あわせて、商店街では今年も商店街特別還元セールが開催されます。売出

期間は 4 月 9 日から 4 月 27 日まで、抽選期間は 4 月 11 日から 4 月 28 日ま

でですが、予定数に達し次第終了となります。詳しくは 4月 9日の新聞折込

チラシをご覧ください。 

雪椿まつりでは、加茂のまちなかの総力を挙げておもてなしいたします。

市内外の皆さまから「かもハル」をめいっぱい楽しんでいただきたいと思い

ます。 

 

 

２ 観光 PR 動画の公開について 

 

この度「風景編」「カフェ巡り編」「ななたに編パート 1、パート 2」「もの

づくり編（工場編・職人編）」「粟ヶ岳登山編」とテーマごとの動画を 7 本制
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作し、3月 25 日に加茂市公式 YouTube チャンネルで公開しました。 

「風景編」や「粟ヶ岳登山編」では、加茂市の魅力的な風景をドローン映

像も交え紹介しています。 

「カフェ巡り編」では加茂市内の人気のカフェの一部を紹介しています。 

「ななたに編」は、新潟経営大学の留学生と卒業生にご協力いただき、七

谷地区のステキな場所、おいしいもの、楽しいことをパート 1、パート 2 に

分けて紹介しています。 

「ものづくり編（工場編）」は、株式会社山忠さんと東芝ホームテクノ株式

会社さんの工場の中の様子を、「ものづくり編（職人編）」では有限会社桐の

蔵さんの桐箪笥製造と株式会社マスカガミさんの酒造りの様子を紹介してい

ます。 

加茂を知らない方はもちろんのこと、市民の皆さまにも楽しんでいただけ

る動画となっていますので、皆さまぜひご覧ください。 

 

 

３ アダプト・プログラム「かも美化サポーター事業」について 

  

4 月からアダプト・プログラム「かも美化サポーター事業」を開始いたし

ます。 

アダプト・プログラムとは、道路や公園といった地域の共有財産について、

市民と行政が互いの役割分担を定め、両者のパートナーシップのもとで継続

的に美化活動を進めていく制度です。アメリカで始まったこの制度は、現在

は日本でも多くの自治体が導入しています。 

「かも美化サポーター事業」では、市内在住の個人や団体、市内に事業所

を置く法人を対象に「かも美化サポーター」を募集し、市内の公園や道路、

河川など一定区域の公共の場所について、ボランティアで美化活動をおこな

っていただきます。 
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この活動に対して、市では、清掃用具の支給やボランティア保険への加入

などを支援します。 

「かも美化サポーター」は、個人やグループの仲間同士、町内会や企業な

ど、どなたでも参加できます。また、活動をする日についても、市が指定す

るのではなく、サポーターの皆さまのご都合の良い日に自主的に活動できま

す。 

その他の具体的な要件などについては、市のウェブサイトに掲載していま

すので、是非そちらをご覧ください。 

市民の皆さまのご参加を心よりお待ちしております。 

 

 

４ 使用済み小型家電の宅配便無料回収について 

 

パソコンや小型家電に含まれる資源を有効に利用するため、加茂市とリネ

ットジャパンリサイクル株式会社は 3 月 18 日に「小型家電リサイクルに関

する連携協定」を締結し、宅配便を活用した使用済みパソコン等の小型家電

回収サービスを開始しました。 

小型家電にはレアメタル等の有用な金属が多く含まれていますが、有効に

活用することなく埋め立て処理されたり、海外で不適正に処理されたりして

きました。今後は適正ルートでの回収が促進され、無許可業者への排出抑制

や小型家電等の再資源化及びごみ減量化に寄与できると考えています。 

この協定締結により、広報や市のホームページ等で市民の皆さまに回収サ

ービスを広く周知いたします。詳しくは、4 月 1 日に全戸配布したチラシを

ご覧ください。 

ごみ減量化とリサイクル推進のため、皆さまのご協力をお願いいたします。 
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５ 加茂市文化財の指定について 

 

加茂市教育委員会では、3月 2日に行なわれた定例教育委員会で、2件を加

茂市文化財に指定しました。 

1 件目が、カモナナタニムカシイトヨ化石 2 点です。指定の区分は、天然

記念物です。この化石は平成 21年に行われた調査で、下大谷の三柱
みはしら

神社裏手

の法面
のりめん

から出土しました。 

化石が出土した地層は、深海の堆積物で「南五百川層
みなみいもがわそう

」と呼ばれ、約 990

万年前頃に堆積したと考えられています。その後、平成 25年にロシア科学ア

カデミー動物学研究所のミハエル・ナザルキン博士、北九州市立自然史・歴

史博物館の籔本
やぶもと

美
よし

孝
たか

 博士、新潟大学の卜部
う ら べ

厚志
あ つ し

 准教授の調査研究により、

この化石がこれまでに確認されていない新種のイトヨであることが、日本古

生物学会英文誌『Paleontological Research』（パレオントロジカル リサ

ーチ）で発表され、ホロタイプ（完
かん

模式
も し き

標本
ひょうほん

）として認定されました。学名

は「Gasterosteus kamoensis」（ガステロステウス カモエンシス）、和名は

加茂の七谷に昔いたイトヨの意味から「カモナナタニムカシイトヨ」と命名

されました。 

トゲウオ科魚類としては原始的な特徴を持ち、トゲウオ科魚類全体の進化

を考える上で重要な存在とされました。カモナナタニムカシイトヨの化石は、

後に発見された個体が同じ種かどうか同定する際の基準資料となることから

極めて重要な資料と言えます。  

もう 1 件、日本舞踊家の市山
いちやま

七十
な そ

梅
うめ

寿
じゅ

さんを、長唄うしろ面の保持者に指

定しました。区分は、無形文化財のうち芸能です。 

七十梅寿さんは、日本舞踊家でうしろ面の伝承者だった市山七十
な そ

梅
うめ

さんに

師事して 2 歳で初舞台を踏み、16 歳で日本舞踊市山流の名取
な と り

になりました。

七十梅さんが亡くなったあとは、やはりうしろ面の伝承者だった市山七十之
な そ の

助
すけ

さんや、市山流家元の市山七十
な そ

世
よ

さんに就いて修練を積み、平成 23 年に加
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茂文化会館で開かれた「舞踊まつり」を皮切りに、これまで 6度の披露を重

ねています。 

カモナナタニムカシイトヨ化石、長唄うしろ面の 2 件とも、広報やホーム

ページ等で発信し、市内外への紹介に努めていきたいと思います。 

 

 

６ 駅前から新町商店街への無料 Wi-Fi「フリースポット」整備について 

 

加茂市では、駅前から新町商店街に連なるアーケード、およそ 1,300 メー

トルの区間に無料 Wi-Fi「フリースポット」を整備しました。 

スマートフォンやタブレット端末、パソコンなどの無線 LAN 対応機能があ

れば、どなたでも無料でインターネットが利用できます。接続するには設定

画面の「Wi-Fi」からパスワードの入力が必要です。フリースポットはメール

認証方式、SNS アカウント認証方式で登録を行うと、有効期間内であれば登

録手順不要で、そのままインターネットに接続できます。 

ぜひ、多くの皆さまから商店街を訪れ、無料 Wi-Fi を利用していただきた

いと思います。 

 

 

７ 12 歳から 17 歳の方の新型コロナウイルスワクチンの追加接種について 

 

12 歳から 17 歳の方の新型コロナウイルスワクチンの追加接種の予約を開

始いたします。対象となる方には 4 月中旬に接種券を発送いたします。接種

券が届き次第予約ができますので、コールセンターへ電話をするか市役所健

康福祉課の窓口で受け付けます。使用するワクチンはファイザー社製のワク

チンです。 

また、12 歳から 15 歳の方の追加接種については、集団接種で行い、小児
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科の先生が出務する 5 月 7 日と 5 月 28 日の午後からを接種日とします。接

種時間は午後 1時 30 分から午後 4時 30 分までです。 

18 歳以上の新型コロナウイルスワクチンの追加接種については、関係する

皆さまのご協力で計画どおり進んでいます。集団接種では 1日の接種枠を増

やしましたが、4月 17 日以降は空いている枠がかなりありますので、既に予

約された方で、早めの接種を希望される方やこれから接種を希望される方は、

コールセンターへ電話するか、インターネット、市役所健康福祉課の窓口で

予約をしてください。 

4 月中には対象者の約 8割の方が 3回目の接種を終える見込みです。 

 

 

８ 5歳から11歳の方の新型コロナウイルスワクチン接種医療機関の上乗せ

補助について 

 

加茂市では、5歳から 11 歳の方の新型コロナウイルスワクチン接種を 3月

8 日から、希望者を対象に市内の小児科 2 医院で、個別接種のみで実施して

います。 

小児への接種については、本人や保護者に対する丁寧な説明や相談対応、

接種介助など小児接種のために増大する医療機関や医療従事者の業務に必要

となる支援のため、国の通知に基づき、個別接種を行う小児科医へ協力金を

支払うこととします。 

支援単価については、三条市、燕市、加茂市の 3医師会長から要望を受け、

3 市において協議を行った結果、接種 1 回につき 1,100 円に統一し、5 歳か

ら 11 歳の方のワクチン接種を進めてまいります。 

なお、財源については、国の新型コロナワクチン接種体制確保事業補助金

を活用いたします。 
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９ 障がいのある方の地域生活支援拠点機能の整備について 

 

障がいのある方の生活を地域全体で支えるための地域生活支援拠点機能に

ついて、国の指針に基づき、支援体制整備に着手しました。 

地域生活支援拠点の整備目的は、障がいのある方の重度化・高齢化や「親

亡き後」を見据え、居住支援のための機能を、地域の実情に応じた創意工夫

により整備し、障がいのある方の生活を地域全体で支えるサービス提供体制

を構築するものです。 

地域生活支援拠点には専門的人材の確保・養成などの５つの機能が必要で

す。そこで、加茂市での最初の取組みとして、その機能のうち、地域におけ

る生活の安心感を担保する機能である「緊急時の受入れ・対応機能」の整備

を、加茂市・田上町で共通の運用により令和 4年 4月より開始いたします。 

この体制整備は、障がいのある方が、介護者の急病などによる介護者の不

在、障がい者虐待等の理由から、居宅で介護を受けて生活することができな

い場合に相談支援事業所と短期入所事業所の協力を得て、緊急的に原則 7日

間の受入れ・対応を行うものです。 

整備を行うにあたり、加茂市内の短期入所事業所だけではカバーできない

ため、田上町と協力してそれぞれの管内の施設を相互に利用できるよう整備

を進めてきたものです。 

令和 4年 4 月時点では、加茂市内の雪椿の舎相談支援センター、特定相談

支援事業所平成園、いんくる加茂福祉相談センターの 3 つの相談支援事業所

と障害者支援施設第二平成園の短期入所事業所、田上町の共同生活援助事業

所たけこの郷の短期入所事業所などが緊急時の受入れ・対応の事業所となり

ます。 

加茂市と田上町が共同で地域生活支援拠点機能の整備を行う、広域的な体

制整備の取組みは県内でも初めてとなる取組みです。 

今後は、地域生活支援拠点の機能を担う短期入所事業所・相談支援事業所
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との連携により事業を運用していきます。 

 

 

10 「暮らしの便利帳」の発行について 

 

令和元年 10 月 1 日に株式会社サイネックスと加茂市は「暮らしの便利帳」

の共同発行に関する協定書を締結しました。これは、行政の情報などを掲載

した便利帳を官民協働で発行し、住民サービスの向上に寄与するもので、加

茂市では令和 2年 4月に発行いたしました。便利帳には、市役所で手続きを

行う各種届出の案内や、防災マップ、避難所情報、子育て・教育に関する情

報などを網羅的に掲載しています。 

このたび、発行から 2年が経過し、市の組織改編や様々な制度の変更を反

映するため、あらためて便利帳を再編集し、最新版を発行することといたし

ました。なお、この便利帳の発行にかかる費用は、株式会社サイネックスが

募集を行う有料広告によって賄われるため、市としての支出はございません。 

 

 

11 加茂市温水プールの定期券導入等について 

 

加茂市温水プールでは 1 回券と 11 回券を利用いただいていますが、利用

者の利便性と負担軽減を目的に、令和 4年 4月 1 日から新たに定期券を導入

し、実証実験を開始しました。 

定期券の種類は 3 ヶ月・6ヶ月・1年の 3種類となります。料金体系は、一

般・高校生の 3ヶ月定期券が 4,800 円、6ヶ月定期券が 8,400 円、1年定期券

が 14,400 円となります。小・中学生は 3ヶ月定期券が 2,400 円、6ヶ月定期

券が 4,200 円、1年定期券が 7,200 円となります。70 歳以上の高齢者と障が

い者手帳を提示した方は定額の 2分の 1で、介助者は無料となります。 
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今後、1 年かけて定期券の利用率や使用料収入への影響など、設定金額の

実用化に向けて実証実験を行っていきます。 

 

 

12 温水プールの無料開放日について 

 

市内外への温水プールの PR を目的に、令和 4 年度から無料開放日を設け

ます。 

春先から夏休み前まで、冷暖房機改修工事を予定しているため、今年度は

10月 10 日のスポーツの日と 1月 9日の成人の日の祝日に 2回実施します。 

また、令和 5 年度は、5 月 5 日の子どもの日と 9 月第 3 月曜日の敬老の日

を加えて年間 4回の無料開放日を設ける予定です。 

市内外の大勢の皆さまから温水プールにお越しいただきたいと思います。 

 

 

13 二十歳を祝う会について 

 

加茂市では例年、5月 3日に「成人式」を開催していましたが、4月 1日の

民法改正により成年年齢が 18 歳に引き下げられたことに伴い、実行委員の

方々から名称についてご検討いただき、今年から「二十歳を祝う会」に変更

いたしました。 

2022 二十歳を祝う会は、2001 年 4 月 2 日から 2002 年 4月 1 日の間に生ま

れた方が対象となります。対象の方々へはすでに案内状を発送しております。 

日程については、5 月 3 日の 13 時 30 分から、産業センター1 階のホール

で開催いたします。 

新型コロナウイルス感染症対策として、産業センターへの入場は対象者の

みとさせていただき、送迎の方や保護者の方は原則入場できません。お車で
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の送迎は、文化会館か市役所の駐車場での乗降をお願いいたします。また、

式典から記念写真撮影終了までの様子をライブ配信し、その後録画した動画

を 5月 15 日まで視聴可能とする予定です。 

 

 

14 分水講演会の開催について 

 

「大河津分水通水 100 周年・関屋分水通水 50 周年記念 未来につながる

事業」として、4月 23 日に加茂市産業センター1階大ホールで、分水講演会

を開催します。 

2022年に大河津分水は通水100周年、関屋分水は通水50周年を迎えます。

水害に悩む越後平野の人々の暮らしを劇的に変えるターニングポイントとな

った大河津分水、県都発展の原動力となった関屋分水は、今もなお私たちの

暮らしを支え続けています。信濃川の豊かな恵みに感謝し、先人の偉業を讃

えるとともに、大河津分水、関屋分水が地域の皆さまにより深く理解され、

未来に繋がるきっかけになればと考えています。 

当日は、新潟経営大学経営情報学部教授の中島純先生から「大学生と地域

の協働による大河津分水の魅力発信」という演題でご講演いただきます。中

島先生は大学のゼミで、学生とともに新潟県央地域の活性化をテーマに取り

組んでおられ、学生が考案し地域の方々と一緒に造り上げた「大河津神社」

を展示する予定です。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。 














